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せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
㈱
で

は
、こ
れ
ま
で
、生
前
予
約
か
ら
葬

儀
、そ
し
て
相
続
も
含
め
た
葬
儀
後

手
続
な
ど
、一
貫
し
た
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
と
し
て「
葬
儀
の
姿
」を
提

案
し
て
き
た
。（
図
１
）

と
く
に
葬
儀
後
で
は
、手
続
き
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け

で
は
な
く
、ご
遺
族
の
四
十
九
日

（
忌
明
け
）法
要
や
香
典
返
し
、あ
る

い
は
位
牌
や
お
墓
の
こ
と
、年
回
忌

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
相
談
に
も
積

極
的
に
対
応
し
て
き
た
。
相
談
さ
れ

る
ご
遺
族
の
方
に
と
っ
て
悲
し
み
を

克
服
し
て
い
く
ケ
ア
と
な
り
、そ
れ

が
葬
儀
会
社
の
使
命
と
考
え
て
い
る

か
ら
だ
。

そ
れ
ら
の
相
談
に
加
え
て
、他
の

親
族
が
ケ
ア
で
き
な
い
故
人
の
想
い

が
こ
も
っ
た
遺
品
の
整
理
の
相
談

や
、魂
の
宿
っ
た
神
仏
に
関
わ
る
物

や
手
紙
や
写
真
な
ど
を
天
上
に
還
す

「
お
焚
き
上
げ
」の
相
談
セ
ン
タ
ー

を
こ
の
ほ
ど
設
置
し
、葬
儀
後
ケ
ア

の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

遺
品
整
理
の
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
を

次
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
。

【
遺
品
①
】生
活
用
品
・
不
用
品 

…

廃
棄
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル（
家
具
類
、

家
電
製
品
、伊
福
な
ど
）

料
金
ア
ッ
プ
の
要
素
と
な
る
日

曜
、祝
祭
日
を
避
け
る
こ
と
や
室
内

清
掃
を
依
頼
で
き
る
業
者
を
選
定
す

る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、最
近
は
高

齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
不
用
品
回
収

業
者
も
多
く
、同
社
が
専
門
業
者
を

紹
介
す
る
際
、公
安
委
員
会
の
古
物

営
業
法
の
許
可
と
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
の
許
可
、一
般
貨
物
自
動
車
運

送
業
者
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、同
社

独
自
で
業
者
選
定
の
基
準
を
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
る
。

⑴　

依
頼
主
の
要
望
を
よ
く
聴
い
て

い
る（
急
が
し
た
り
、迫
っ
た
り

し
な
い
）

⑵　

わ
か
り
や
す
い
納
得
の
処
理
費

見
積
り
を
提
示
し
て
い
る

⑶　

担
当
者
、作
業
員
が
清
潔
で
マ

ナ
ー
が
き
ち
と
し
て
い
る

⑷　

隣
近
所
の
方
に
不
快
感
を
あ
た

え
な
い
作
業
進
行

【
遺
品
②
】魂
が
宿
って
い
る
も

の
と
さ
れ
る
品
…
お
焚
き
上

げ
供
養
品（
仏
壇
、お
位
牌
、

数
珠
、お
守
り
、お
札
、印
鑑
、

表
札
、ア
ル
バ
ム
写
真
、眼
鏡
、

義
歯
、カ
ツ
ラ
、お
人
形
、ぬ
い
ぐ
る

み
、剥
製
な
ど
）

都
心
部
の
神
社
や
寺
院
は
環
境
問

題
へ
の
配
慮
か
ら
、境
内
で
の
野
焼

き
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、同
社
で
は
丁
重
に
供
養
し

た
い
方
の
た
め
に
僧
侶
立
会
い
の
も

と「
お
焚
き
上
げ
」が
執
り
行
え
る

寺
院
と
提
携
し
、そ
の
窓
口
で
あ
る

「
お
焚
き
上
げ
相
談
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
し
た
。

奥
秩
父
路
の
豊
潤
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
安
ら
ぎ
の
地
に
あ
る
西
晃
山
光

珠
院
は
、そ
の
提
携
す
る
寺
院
の
ひ

と
つ
。
境
内
に
あ
る
環
境
基
準
を
満

た
し
た
蓮
華
火
壇
で
、最
後
の
旅
立

ち
を
見
送
る
ご
遺
族
の
立
会
い
の
も

と
、礼
を
尽
し
て
供
養
し
て
く
れ
る
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
ご
遺
族
の
深
い
悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
り
た
い
」
―
。
愛
す
る
人
と
死
別
し
、
そ
の
葬
儀
が
終
わ
っ
た
瞬
間
か
ら
、

ご
遺
族
の
方
は「
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
過
ご
せ
ば
よ
い
の
か
」
と
悲
嘆
に
襲

わ
れ
る
。
古
く
か
ら
日
本
人
に
定
着
し
て
い
る
葬
儀
後
の
行
事
や
慣
習
は
、

故
人
を
偲
ぶ
側
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
ご
遺
族
の
グ
リ
ー
フ（
悲
嘆
）
を
ケ
ア

し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
。
し
か
し
、
最
近
の
葬
儀
の
簡
素
化
、
あ
る
い
は
葬
儀
会

社
の
ド
ラ
イ
な
低
価
格
路
線
の
陰
で
、
ご
遺
族
の
悲
し
み
の
長
期
化
、
深
刻

化
を
防
ぐ
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。

生前準備・予約
アドバイス

遺　言
財産管理
生前意思表示
人生のまとめ
葬儀プラン

生前準備

美しい旅立ちの
お手伝い

イザ時コール
病院からの搬送
お通夜

葬儀・告別式
ご火葬

葬　儀

安心の葬儀後一括
コンサルティング

役所への各種届け
遺産整理

遺産分割協議書
遺産分割手続
相続税等の申告

葬儀後諸手続

せいわのイザ時トータルサポート（図1）
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R
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「
牡
蠣
」を
使
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
屋
台
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、「
牡

蠣
の
オ
ム
レ
ツ
」の
ご
紹
介
で
す
。

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
、必
須
ア
ミ
ノ
酸

や
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
は
じ
め
、色
々
な

栄
養
素
が
多
量
に
含
ま
れ
、そ
の
中

で
も
秋
〜
冬
に
か
け
て
は
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
含
量
が
増
え
る
と
さ
れ
て
い
る

牡
蠣
を
使
用
し
て
い
ま
す
。　

今
回
は
、フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
さ

れ
た
牡
蠣
を
使
用
し
ま
し
た
が
冷
凍

や
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
も
風
味
良
く
仕
上

が
り
ま
す
。

■
材
料（
2
人
分
）

＊
牡
蠣
（
生
食
用
）・
6
粒

＊
玉
子
・
2
個　

＊
玉
葱
・
30
ｇ

＊
青
葱
・
10
ｇ　

＊
生
姜
・
少
々

＊
料
理
酒
・
少
量　

＊
塩
・
白
胡
椒
・
少
　々

＊
片
栗
粉
・
少
々

＊
ソ
ー
ス
類
（
お
好
み
）

　

チ
リ
ソ
ー
ス
・
醤
油
等

■
作
り
方

①
牡
蠣
は
ボ
ー
ル
に
入
れ
塩
、片
栗

粉
を
少
量
入
れ
て
や
さ
し
く
水
洗

い
す
る
。
洗
い
終
わ
っ
た
ら
水
気

を
取
り
料
理
酒
に
15
分
程
度
浸
し

て
お
く
。

②
玉
葱
、生
姜
を
み
じ
ん
切
り
に
し

軽
く
炒
め
て
置
く
。

③
玉
子
を
割
り
青
葱
の
輪
切
り
、

②
と
塩
・
白
胡
椒
を
入
れ
良
く
混

ぜ
る
。

④
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
③
を
入
れ

半
熟
ま
で
か
き
混
ぜ
、そ
こ
へ
①

の
牡
蠣
を
入
れ
片
面
を
良
く
焼

く
。
焼
け
た
ら
お
好
み
焼
き
と
同

様
に
一
気
に
裏
返
し
良
く
焼
く
。

焼
く
時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
フ

ラ
イ
パ
ン
を
回
し
な
が
ら
こ
ん
が

り
す
る
よ
う
に
焼
く
。

青
菜
等
を
下
に
敷
き
お
好
み
で
、

色
々
な
ソ
ー
ス
を
付
け
て
お
召
し
上

が
り
下
さ
い
。

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は

マ
ー
ラ
ー
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ
ヴ

ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
は
、マ
ー
ラ
ー
の
没
後

1
0
0
年
を
記
念
し
て
、マ
ー
ラ
ー
の

交
響
曲
全
10
作
品
を
公
演
し
ま
す
。

リ
ッ
カ
ル
ド
・
シ
ャ
イ
ー
率
い
る

ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の
ほ

か
、世
界
中
か
ら
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ

管
弦
楽
団
、ロ
ン
ド
ン
交
響
楽
団
な

ど
の
ト
ッ
プ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
参
加
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】

2
0
1
1
年
5
月
20
日（
金
）〜

                

5
月
29
日（
日
）

交
響
曲
第
7
番
ホ
短
調
、大
地
の

歌
、交
響
曲
第
1
番
ニ
長
調
、交
響

曲
第
10
番
よ
り
ア
ダ
ー
ジ
ョ

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

2
0
1
1
年
5
月
24
日（
火
）〜

                

6
月
2
日（
木
）

交
響
曲
第
4
番
ト
長
調
、歌
曲「
少

年
の
不
思
議
な
角
笛
」よ
り
、交
響

曲
第
8
番
変
ホ
長
調「
千
人
の
交

響
曲
」

【
旅
行
代
金
】

各
コ
ー
ス
2
名
1
室
利
用　

4
4
8
、0
0
0
円 

、シ
ン
グ
ル
利

用
追
加
代
金 

5
0
、0
0
0
円

寝
具
と
い
え
ば

枕
。
高
齢
者
へ
の

健
康
派
ギ
フ
ト
と
し
て
も
人
気
の
枕

を
紹
介
し
ま
す
。

整
形
外
科
医「
さ
つ
き
ヶ
丘
医

院
」院
長
、医
学
博
士
の
奥
山
隆
保

先
生
監
修
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た

枕
で
す
。

一
般
的
な
低
反
発
枕
と
は
違
い
、

熱
を
よ
く
拡
散
し
、
頭
を
冷
や
す

効
果
の
昔
な
が
ら
の
天
然
そ
ば

殻
を
使
用
し
つ
つ
、
内
部
の
3
ユ

ニ
ッ
ト
構
造
で
型
崩
れ
を
防
ぐ
仕

組
み
。

中
央
凹
型
の
ド
ー
ナ
ツ
形
状
が
、

後
頭
部
の
収
ま
り
を
良
く
し
、寝
返

り
や
横
向
き
寝
に
も
安
定
し
た

フ
ィ
ッ
ト
感
が
好
評
で
す
。

ウ
レ
タ
ン
シ
ー
ト
の
取
り
外
し

に
よ
り
手
軽
に
高
さ
調
節
が
で
き
、

さ
ら
に
付
属
の
補
充
そ
ば
殻
に
よ

り
高
さ
の
微
調
節
も
で
き
ま
す
。



花
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

―
姿
勢
改
善
で
転
倒
予
防
―

き
れ
い
な
姿
勢
で
見
た
目
も
若
く

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
1

 

弥
生
池
坊　

河
辺
伸
子

株
式
会
社
東
急
文
化
村  

広
報
室

満
冨
七
恵

株
式
会
社
東
急
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ
ス  

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業

　
　
　
　

介
護
予
防
運
動
指
導
員
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ク
リ
ス
マ
ス
は
、キ
リ

ス
ト
の
誕
生
日
と
し
て
大

切
な
一
日
で
す
。
私
達
も
心
弾
む

一
日
で
す
ね
。

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
、キ
リ
ス
ト

の
永
遠
の
命
を
象
徴
す
る
緑
、血
を

象
徴
す
る
赤
、純
潔
を
象
徴
す
る
白

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
を
上
手
に
使
っ
て
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

私
は
気
ど
ら
ず
に
、身
近
な
も
の

で
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
。
器

は
食
器
棚
か
ら
、ガ
ラ
ス
の
デ
ザ
ー

ト
カ
ッ
プ
、手
作
り
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
ラ
ン
チ
マ
ッ
ト
。
ま
つ
ぼ
っ

く
り
は
ス
プ
レ
ー
し
、キ
ャ
ン
ド

ル
、リ
ボ
ン
サ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

は
家
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

上
手
に
使
っ
て
、ク
リ
ス
マ
ス
ら

し
い
ア
レ
ン
ジ
を
心
が
け
ま
し

た
が
私
は
、気
ど
ら
ず
が
ん
ば
ら

ず
の
飾
り
も
仲
々
で
よ
い
と
思
い

ま
す
。

家
族
か
ら
は〝
か
わ
い
い
〞と
誉

め
ら
れ
ニ
ッ
コ
リ
。
心
も
大
満
足

で
す
。
花
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し

く
過
ご
せ
る
一
つ
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

B
u
n
k
a
m
u
r
a
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

０
３（
３
４
７
７
）９
９
９
９

www.bunkam
ura.co.jp

「
１
年
以
内
に
転
倒
し
た
経
験
は

あ
り
ま
す
か
？
」

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、身
体
の

様
々
な
機
能
が
低
下
し
、〝
歩
く
〞

と
い
う
動
作
に
も
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
高
齢
者
の
方
の
約
10
〜
20
％

が
1
年
以
内
の
転
倒
経
験
が
あ
り
、

そ
の
中
で
約
10
％
の
方
が「
骨
折
」

を
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。な

か
で
も
、体
を
支
え
る
大
き
な

役
割
を
も
つ
大
腿
部
を
骨
折
す
る

と
、長
期
の
入
院
が
必
要
と
な
り
、

寝
た
き
り
・
歩
行
困
難
・
杖
歩
行
に

つ
な
が
る
可
能
性
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

転
倒
予
防
に
下
肢
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
能
力
の
向
上
が
必
要
な
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、〝
日

常
生
活
で
姿
勢
を
意
識
〞す
る
こ
と

も
大
切
な
要
素
の
一
つ
で
す
。
高
齢

者
の
方
に
多
く
見
ら
れ
る
円
背（
猫

背
）は
、「
あ
ご
が
前
に
出
る
」「
丸

ま
っ
た
腰
」「
股
関
節
の
動
き
が
良

く
な
い
状
態
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、視
界
が
制
限
さ
れ
、足

の
力
が
発
揮
で
き
に
く
い
な
ど
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。　

正
し
い
姿
勢
を
意
識
し
て
維
持

す
る
こ
と
は
視
界
が
良
好
に
な
り
、

足
の
力
も
働
き
や
す
く
な
り
、加
え

て
体
幹
も
強
化
さ
れ
ま
す
。
さ
あ
、

一
度
姿
勢
を
正
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

◆

ま
ず
は
深
呼
吸
。
頭
の
位
置
を
高

く
し
、肩
を
下
げ
、手
の
平
を
外
に

向
け
て
、大
き
く
呼
吸
を
す
る
と
、

背
筋
が
伸
び
た
良
い
姿
勢
に
な
り

ま
す
。
そ
の
姿
勢
を
意
識
す
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
姿
勢
を
保
て
ば
、見
た

目
も
ぐ
ん
と
若
く
な
り
ま
す
よ
。

日
程
：
2
0
1
1
年
1
月
2
日（
日
）・

　
　
　

3
日（
月
） 

各
日
15
時
開
演

会
場
：
B
u
n
k
a
m
u
r
a

　
　
　

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル

料
金
：
S
席
6
、0
0
0
円

　
　
　

A
席
4
、5
0
0
円

　
　
　

B
席
3
、0
0
0
円（
残
席
僅
少
）

　
　
　

各
席
税
込

東
急
ス
ポ
ー
ツ
オ
ア
シ
ス

0
3（
5
4
3
3
）0
1
0
9

www.sportoasis.co.jp

「
牡
蠣
」を
使
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
屋
台
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
、「
牡

蠣
の
オ
ム
レ
ツ
」の
ご
紹
介
で
す
。

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
、必
須
ア
ミ
ノ
酸

や
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
は
じ
め
、色
々
な

栄
養
素
が
多
量
に
含
ま
れ
、そ
の
中

で
も
秋
〜
冬
に
か
け
て
は
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
含
量
が
増
え
る
と
さ
れ
て
い
る

牡
蠣
を
使
用
し
て
い
ま
す
。　

今
回
は
、フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
さ

れ
た
牡
蠣
を
使
用
し
ま
し
た
が
冷
凍

や
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
も
風
味
良
く
仕
上

が
り
ま
す
。

■
材
料（
2
人
分
）

＊
牡
蠣
（
生
食
用
）・
6
粒

＊
玉
子
・
2
個　

＊
玉
葱
・
30
ｇ

＊
青
葱
・
10
ｇ　

＊
生
姜
・
少
々

＊
料
理
酒
・
少
量　

指
揮
・
尾
高
忠
明
、ピ
ア
ノ
・
仲
道
郁
代

豪
華
出
演
者
に
よ
る

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
、新
年
の
幕
開
け
を
華
や

か
に
飾
り
ま
し
ょ
う
！

東
京
フ
ィ
ル
が
記
念
す
べ

き
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

2
0
1
1
年
の
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
は
、同
団
の
桂
冠
指
揮

者
・
尾
高
忠
明
と
ピ
ア
ノ
の

仲
道
郁
代
が
協
演
。
新
年
の
華
や

ぎ
に
相
応
し
く
、J
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
Ⅱ
の『
こ
う
も
り
』序
曲
や
ワ
ル

ツ
、ラ
ヴ
ェ
ル
の
ボ
レ
ロ
、グ
リ
ー

グ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
な
ど
、
親
し

み
深
く
華
麗
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お

届
け
し
ま
す
。
ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト

の
も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
と
し
て
、

お
年
玉
抽
選
会
も
ご
用
意
。
好
評

の「
東
京
フ
ィ
ル
の
指
揮
者
と
し

て〝
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
〞を
指
揮

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
」な
ど
、嬉
し
い
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ご
家
族
や
親
し
い
仲
間
と
ゆ
っ

た
り
過
ご
す
新
年
に
、オ
ー
チ
ャ
ー

ド
ホ
ー
ル
で
華
や
か
な
ひ
と
時
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

便り

身
近
な
も
の
で
ア
レ
ン
ジ

元気
ファイル
元気
ファイル



プロの
お仕事

爽
や
か
マ
ザ
ー
ズ
タ
ッ
チ

　
　  

（
お
母
さ
ん
の
ぬ
く
も
り
で
）

’

東
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ー
ル
サ
ー
ビ
ズ

0
3（
5
7
6
8
）7
8
5
2

w
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ユーカリ通信   4

TEL:03-3780-9991 FAX:03-3780-9990
http://www.seiwa-life.co.jp

せいわライフサービス株式会社
〒150-0031東京都渋谷区桜丘町28-9-301

思いどおりの「お見送り」をお考えのあなたへ

「想い」づくりのお手伝いをいたします。

佐
山
　
美
知
子

株
式
会
社
東
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　
売
店
営
業
部 

ト
レ
ー
ナ
ー

東急線駅売店
｢toks｣（トークス）

新緑のクレールコンサート ２０１０

この２月長兄が末期がんで亡くなりました。
生前の兄は、まさに「火宅の人」で、最後は独りで暮らし、どこ

か放蕩無頼の匂いのする遊び人でした。それでも癌を宣告されて
からの一年間、次兄と私、2人の娘達に看病されながら、かろうじ
て「家族の絆」を再構築出来たのが、せめてもの慰めでした。
生涯モータースポーツに情熱を注いでいたせいか、そのお仲間

が入れ替わり立ち替わり病院にお見舞いに来て下さっていまし
た。亡くなった後、せめてその方達に対して何か出
来ないだろうか？　
せいわライフサービスに相談したところ、「お
別れの会」という形で兄を見送ろうという事に
なりました。故人の愛用したレーシングウエアや
ヘルメット、車のパネルを展示し、明るく楽しい歓
談が出来るような雰囲気の会。
「お別れの会」には、実にたくさんの方達が弔問に訪れて下
さいました。初めて聞く兄の話、カーレースにまつわる兄のエピソ
ード。素晴らしいお仲間達との絆。私の知らない兄の一面が次
から次に語られておりました。
その日を境に、もっと深く兄を理解したいという強烈な気持ちが
芽生え、いわば姿の見えない人を追うような心の旅が始まりまし
た。次兄と私は、改めてお仲間を招いていろいろな話を伺い、
サーキット場に行って実際レースを観戦し、その轟音を聞いている
内に、自然に兄という人間を身近に感じるようになりました。
「お別れの会」を通してたくさんの方と出会い、その後お付き合
いが始まりました。これは兄の残していった不思議な「ご縁」とし
か言いようがありません。

　富岡和子（東京都練馬区）

5月23日、グランクレール美しが丘エントランスホールにおいて、
当会クラシックファンクラブが企画協力して、新緑のクレールコンサ
ート2010「川田正子・安西愛子の世界を歌う」が、開催されました。
門下生である山本輝子（ソプラノ）田中貞子（ピアノ）の二人に

よる演奏会形式にプラスして、明治・大正・昭和と歌い継がれてき
た愛唱歌を、入居者や近隣の方々がみんなで合唱するイベント。
当日、ユーカリ会員も22名が参加、思い出の愛唱歌に涙しなが

ら合唱する人も目立ちました。コンサートの後、エントランスホール
隣接のクレールホールで入居者との交流会が行われ、ワインと軽
食をとりながら、和やかな歓談の輪が広がりました。

東
急
線
に
は
、現
在
74
店
舗
の
駅

売
店｢

t
o
k
s｣

（
ト
ー
ク
ス
）が
あ

り
、2
3
3
名
の
販
売
員
が
働
い
て

い
ま
す
。
商
品
は
約
3
5
0
種
類
、

毎
日
約
7
万
3
千
人
の
お
客
さ
ま
に

ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

午
前
6
時
30

分
か
ら
午
後
9
時

30
分
ま
で
の
営

業
時
間
帯
を
、二
名
の
販
売
員
で
運

営
、商
品
の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、商

品
の
発
注
、検
品
と
受
入
、売
り
場

へ
の
陳
列
、在
庫
管
理
、売
上
金
の

管
理
等
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
大
切
な
の
が
、

お
客
様
が
必
要
と
す
る
商
品
の
充
実

と
接
遇
で
す
。
ま
た
、お
客
様
の
求

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
時
間
帯
で
変

わ
り
ま
す
。
早
朝
の
出
勤
時
間
帯
は

正
確
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
販
売
と
さ

わ
や
か
な
挨
拶
で
、1
秒
で
も
早
く
。

そ
の
た
め
に
店
内
の
商
品
名
お
よ
び

価
格
は
す
べ
て
覚
え
て
お
き
、対
応

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

反
対
に
、日
中
は
ゆ
っ
た
り
と
し

た
接
遇
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、こ

の
時
間
帯
は
商
品
の
発
注
や
店
内
の

整
理
整
頓
等
販
売
以
外
の
業
務
が

あ
り
、お
客
様
に
失
礼
の
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、接
遇
面
で
早
朝

時
間
帯
以
上
に
気
を
使
い
ま
す
。

当
社
の
接
遇
は
、
総
て
の
お
客

さ
ま
に
、爽
や
か
で
温
か
み
の
あ
る

「
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
気
持
ち
」

（
M
o
t
h
ers  

T
o
u
c
h
）で
接

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、朝
で
は「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」、日
中
は「
お
気
を
つ
け
て
」、

そ
し
て
夕
方
が「
お
か
え
り
な
さ
い・

お
疲
れ
さ
ま
」と
い
う
よ
う
に…

。

す
べ
て
の
お
客
さ
ま
に
気
持
ち
の

よ
い
時
間
を
提
供
し
、お
客
様
か
ら

ご
満
足
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、プ
ロ

と
し
て
全
員
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

川田正子・安西愛子の世界を歌う

兄をもっと知りたい
「お別れの会」の不思議な「ご縁」

0120-802-109
ハーモニー トウキュウ


